
本学の教育課程は、教養教育と専門教育から成っている。

人文・社会科学系科目

外 国 語 科 目

教 養 教 育 保 健 体 育 科 目

情 報 科 学 科 目

自 然 科 学 系 科 目

専門科目（共通）

専 門 教 育

専門科目（固有）

１）教養教育

これからの社会が高度化・複雑化してゆくなかで、これらの環境にも適応して、新しい未来を

１１．．７７ ＧＧＰＰＡＡ制制度度

本学では、平成２９年度学部入学生からＧＰＡ制度を導入しています。

ＧＰＡ制度とは、欧米の大学で一般的な成績評価方法で、学生一人ひとりの履修科目の成績評

価をグレード・ポイント（ＧＰ）に置きかえた平均を数値により表すものです。詳細は58頁の

「ＧＰＡ制度について Ｑ＆Ａ」を参照してください。

１１．．８８ 進進級級要要件件 （履修規程第２条第３項）

３年生から４年生に進級するための条件として、最低履修単位数を設定します。教養教育科目

及び専門教育科目の必修科目などを含めて９０単位以上を修得していることを進級の条件としま

す。各学科の進級要件については、それぞれの進級要件表を熟読してください。（23頁参照）

１１．．９９ 卒卒業業要要件件 （学則第１７条、履修規程第２条第１項）

本学を卒業するためには、次の条件をすべて満たさなければなりません。

① ４年以上在学すること。

② 教養教育科目４０単位以上、専門教育科目８４単位以上、合計１２４単位以上修得し、所

属学科のカリキュラムに従って、卒業要件としての必要単位を修得すること。

各学科の卒業要件については、それぞれのカリキュラム表を熟読してください。

１１．．１１００ 他他学学科科科科目目のの履履修修 （履修規程第４条第２項）

専門教育科目について、他学科で開講している専門科目（所属学科でも開講している専門科目

を除く。以下、「他学科科目」と記載。）の履修を希望する場合は、８単位を限度として、当該学

科の卒業に必要な単位に認定します。（ただし、所属コースで設定している他学科科目は上限８単

位には含めない。また、８単位を超えたものは、卒業必要単位数には含まないが、履修単位として

認定する。）

① 他他学学科科科科目目をを受受講講すするる場場合合はは、、ああららかかじじめめ当当該該科科目目担担当当教教員員のの承承認認をを受受けけててくくだだささいい。。

② 履修登録後に、受講人数の制限から、やむを得ず受講を取り消すことがあります。

他他学学科科科科目目をを履履修修すするる場場合合はは、、「「キキャャンンパパススククロロスス（（CCaammppuuss--XXss））」」かからら自自分分のの時時間間割割をを印印刷刷

しし、、朱朱書書ききでで追追記記のの上上、、指指定定期期限限ままででにに教教務務学学生生課課へへ提提出出ししててくくだだささいい。。

１１．．１１１１ 他他大大学学等等のの科科目目履履修修（（単単位位互互換換制制度度）） （履修規程第３条第３項、第４項、第４条第３項）

単位互換制度とは、他の大学の授業科目を履修し、修得した単位を本学の単位として認定する

ものです。履修の幅が広がり、幅広い視野の育成に役立つことが期待されます。

（１）外国語科目

いしかわシティカレッジまたは放送大学において、英語・実用英語・英会話・英作文以外の外

国語を受講した場合、１つの外国語に限り４単位を上限として、その他の外国語科目として卒業

に必要な教養教育科目の単位数に認定します（本学履修規程第３条第３項）。ただし、外国語科

目の必要な単位数には含みませんし、２単位のものは１単位として認定します。（放送大学の外

国語以外の科目を履修しても卒業必要単位数には含まないが、履修単位として認定する。）
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切り拓いてゆくためには、様々な角度から物事をみることができる能力や、自主的・総合的に考

えて的確な判断ができる能力、豊かな人間性を養い、自分の知識や人生と社会との関係を位置づ

けることのできる能力を備えていくことがきわめて重要である。そのため、本学では、社会人と

しての基礎的素養を養う人文・社会科学系科目、異文化コミュニケーション力を培う英会話等の

外国語科目、心身の健康に関する科目、情報リテラシー（情報活用能力）の向上のための情報処

理科目など幅広い分野の科目とともに、基礎科学力を向上させ専門課程へ円滑に移行するための

基礎科学科目、学際的な専門基礎科目等が開設され、多様な履修歴を持った学生でも対応できる

ような教養教育科目が用意されている。また、学年進行に応じてそれらの科目を履修するだけで

はなく、学生各自が真に必要と考える時期に履修できるようなカリキュラム編成がなされている。 

２２））専専門門教教育育

 学術の著しい進展や社会・経済の変化に伴って、学問分野・学科の細分化や専門化が進行して

いる一方で、とくに環境・情報等の分野では、自然科学と人文・社会科学の融合・複合化が進行

している。このため、本学の専門教育では、専門の骨格を正確に把握できるよう基礎・基本を重

視した講義内容とするとともに、学生が広い視野を持って学問を総合的に捉えることができる科

目として各学科の専門概論科目、環境倫理等の複合領域科目、各学科の専門基礎英語を学習する

ための科学英語科目など数多く開講される。さらに、野外の調査・実験・実習、演習（ゼミナー

ル）、卒業研究等の科目において、少人数・対話型の実践的授業形式を採用し、学生が主体的に

課題を探求し解決してゆくことにより高い専門性を身につけることができる。これに加えて、学

科の枠を超えてより幅広い知識と技術を身につけることができる新しい履修課程、コース制を２

０１９年度から導入している。

２２..２２  教教育育課課程程編編成成のの特特色色

１１））教教養養教教育育とと専専門門教教育育ののククササビビ型型カカリリキキュュララムム編編成成

  教養教育科目と専門教育科目をクサビ型に組み合わせたカリキュラム編成として、入学後でき

る限り早期より専門分野に興味をもたせる反面、教養的科目は卒業までの興味が起きた時期に履

修すればよいという４年一貫性教育を目指したカリキュラム編成としている。

２２））セセメメススタターー制制のの導導入入

  最近のグローバル化した大学入学制度に合わせて、学期単位で個々の授業を完結させるカリキ

ュラム編成を行うことにより、学生の履修の幅を広げ、かつ、教育効果を高めるセメスター制を

導入している。

３３））基基礎礎教教育育科科目目ののリリメメデディィアアルル教教育育のの実実施施

 多様な学習履歴を持った学生を対象に、本学の教育に必要な理科系の基礎学力を補填するため

に、高校教育の補習にあたるリメディアル科目（基礎生物学、基礎化学、基礎物理学、基礎数学）

を用意している。このリメディアル教育を必要とする学生はそれらの基礎科目を受講した上で、

大学本来の自然科学系科目を受講するよう指導する。

４４））異異文文化化ココミミュュニニケケーーシショョンンののたためめのの英英語語教教育育のの重重視視

 科学技術に限らず社会のあらゆる分野で国際化が進んでいる時代にあって、国際語ともいうべ

き英語が自由に使いこなせることが不可欠である。そのため、本学では英語の基礎教育に重点を

おき、少人数制を取り入れて学力の向上を目指したカリキュラム編成をしている。
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５５））情情報報リリテテララシシーー教教育育のの重重視視

  ＩＣＴ時代の到来により、情報技術を駆使する能力を身に付けることがますます重要になって

きていることから、情報科学科目の履修を全員に課すカリキュラム編成をしている。 

６６））ココーースス制制のの概概要要

それぞれの学科で希望する進路に必要な知識を、体系的かつ効果的に学ぶことができるよう、下

図のように３学科１０コースから構成される。 

２２..３３  教教育育課課程程のの編編成成  

教育課程は、教養に関する「教養教育科目」と専門に関する「専門教育科目」とに大別される。

教養教育科目は、「人文・社会科学系科目」、「外国語科目」、「保健体育科目」、｢情報 

科学科目」、「自然科学系科目」で構成されている。一方、専門教育科目は「専門科目」とし、

全学科または複数学科で開講する「共通科目」と、各学科の「固有科目」から成る。

 卒業に最低必要な単位は、１２４単位とし、「教養教育科目」から必修科目を含め４０単位、

「専門教育科目」から必修科目を含め８４単位を修得しなければならない。 

２２..４４  教教養養教教育育科科目目  

 本学で開講する教養教育科目は、全学科共通の科目で、表２．１に示すとおりである。自然科学
系の分野については、単に教養教育科目としてだけではなく、「専門科目」の前段階の科目とし
て位置づけ、主に専門科目を担当する教員が分担して教育を行う。その他の教養教育科目は、原
則として、学科とは独立した教養教育センターの教員が担当する。

１１））人人文文・・社社会会科科学学系系科科目目

 人文・社会科学系科目として、哲学、経済学、文学等の１２科目が開講されるが、卒業までに

５科目１０単位を修得しなければならない。

生産科学コース
生産科学科 生産環境制御コース

先端バイオコース
６次産業化コース

生物資源環境学部 環境科学コース
環境科学科 里山活性化コース

先端バイオコース

食品科学コース
食品科学科 ６次産業化コース

先端バイオコース

切り拓いてゆくためには、様々な角度から物事をみることができる能力や、自主的・総合的に考

えて的確な判断ができる能力、豊かな人間性を養い、自分の知識や人生と社会との関係を位置づ

けることのできる能力を備えていくことがきわめて重要である。そのため、本学では、社会人と

しての基礎的素養を養う人文・社会科学系科目、異文化コミュニケーション力を培う英会話等の

外国語科目、心身の健康に関する科目、情報リテラシー（情報活用能力）の向上のための情報処

理科目など幅広い分野の科目とともに、基礎科学力を向上させ専門課程へ円滑に移行するための

基礎科学科目、学際的な専門基礎科目等が開設され、多様な履修歴を持った学生でも対応できる

ような教養教育科目が用意されている。また、学年進行に応じてそれらの科目を履修するだけで

はなく、学生各自が真に必要と考える時期に履修できるようなカリキュラム編成がなされている。

２２））専専門門教教育育

学術の著しい進展や社会・経済の変化に伴って、学問分野・学科の細分化や専門化が進行して

いる一方で、とくに環境・情報等の分野では、自然科学と人文・社会科学の融合・複合化が進行

している。このため、本学の専門教育では、専門の骨格を正確に把握できるよう基礎・基本を重

視した講義内容とするとともに、学生が広い視野を持って学問を総合的に捉えることができる科

目として各学科の専門概論科目、環境倫理等の複合領域科目、各学科の専門基礎英語を学習する

ための科学英語科目など数多く開講される。さらに、野外の調査・実験・実習、演習（ゼミナー

ル）、卒業研究等の科目において、少人数・対話型の実践的授業形式を採用し、学生が主体的に

課題を探求し解決してゆくことにより高い専門性を身につけることができる。これに加えて、学

科の枠を超えてより幅広い知識と技術を身につけることができる新しい履修課程、コース制を２

０１９年度から導入している。

２２..２２ 教教育育課課程程編編成成のの特特色色

１１））教教養養教教育育とと専専門門教教育育ののククササビビ型型カカリリキキュュララムム編編成成

教養教育科目と専門教育科目をクサビ型に組み合わせたカリキュラム編成として、入学後でき

る限り早期より専門分野に興味をもたせる反面、教養的科目は卒業までの興味が起きた時期に履

修すればよいという４年一貫性教育を目指したカリキュラム編成としている。

２２））セセメメススタターー制制のの導導入入

最近のグローバル化した大学入学制度に合わせて、学期単位で個々の授業を完結させるカリキ

ュラム編成を行うことにより、学生の履修の幅を広げ、かつ、教育効果を高めるセメスター制を

導入している。

３３））基基礎礎教教育育科科目目ののリリメメデディィアアルル教教育育のの実実施施

多様な学習履歴を持った学生を対象に、本学の教育に必要な理科系の基礎学力を補填するため

に、高校教育の補習にあたるリメディアル科目（基礎生物学、基礎化学、基礎物理学、基礎数学）

を用意している。このリメディアル教育を必要とする学生はそれらの基礎科目を受講した上で、

大学本来の自然科学系科目を受講するよう指導する。

４４））異異文文化化ココミミュュニニケケーーシショョンンののたためめのの英英語語教教育育のの重重視視

科学技術に限らず社会のあらゆる分野で国際化が進んでいる時代にあって、国際語ともいうべ

き英語が自由に使いこなせることが不可欠である。そのため、本学では英語の基礎教育に重点を

おき、少人数制を取り入れて学力の向上を目指したカリキュラム編成をしている。
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２２））外外国国語語科科目目  
 
 外国語科目については、本学では、英語ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ、英語コミュニケーションＡ・
Ｂ、教養のための英語Ａ・Ｂ、地球市民のための英語Ａ・Ｂ、アカデミック・ライティング、ア
カデミック・プレゼンテーションの１２科目を開講している。このうち、１～２年次に８科目（う
ち６科目は必修）８単位以上を修得しなければならない。 
 英語ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ、英語コミュニケーションＡ・Ｂ（いずれも必修科目）では、総
合的なトレーニングを通して「読む・聞く・書く・話す」という大学入学までに養った英語四技
能についての基礎力を向上させることを目指す。 

教養のための英語Ａ・Ｂ、地球市民のための英語Ａ・Ｂ、アカデミック・ライティング、アカ
デミック・プレゼンテーションでは、英語を用いて視野を広げると同時に実践的スキルを高める
ことを目標とする。 
 その他の外国語の学習を希望する学生は、いしかわシティカレッジまたは放送大学との単位互
換制度により単位修得（２単位のものは１単位に認定）すれば、１つの外国語に限り４単位を上限
に、その他の外国語として卒業に必要な教養教育科目の単位数（外国語科目８単位に含まない）
に数えることができる。 
 
 
３３））保保健健体体育育科科目目  
 
 演習に準じる講義科目１科目（健康科学）を必修とし、実技科目４科目（スポーツ実技I・Ⅱ・
Ⅲ・Ⅳ）を選択科目として開講し、必修科目１単位を含めて２単位修得しなければならない。 
  
  
４４））情情報報科科学学科科目目  
 
 情報処理能力の向上を図るため、コンピュータリテラシー教育を、入学直後から徹底して行う。
具体的には、情報処理概論、情報処理演習Ⅰを全学科必修とし、専門分野に対応させた情報処理
演習Ⅱ・Ⅲを選択科目として開講し、必修科目３単位を含めて４単位修得しなければならない。
充実したコンピュータ設備を駆使して、本学部での実験・実習や卒業研究等に必要不可欠な情報
処理はいうまでもなく、今後の情報化時代に対応できる基礎的能力を養う。 
 
 
５５））自自然然科科学学系系科科目目  
 
 生物資源環境学の基礎となる自然科学系の科目は主に１年次に配置し、リメディアル科目（基
礎生物学・基礎化学・基礎物理学・基礎数学）は前期に配置する。リメディアル科目に対応する
生物学、化学、物理学、数学等の科目は後期に配置するとともに、それらの科目の実験・実習を
行って、実験器具の扱い方、注意事項等の基礎知識と実験法を習得させる。自然科学系科目は、
１０単位修得（リメディアル科目は卒業要件の単位に含まない）しなければならない。  
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表表２２．．１１  教教養養教教育育科科目目  ＜＜履履修修規規程程  別別表表２２＞＞  ※開講学期補記

分
野

科目
番号

授 業 科 目 の 名 称 配当
年次

開講学期 

 

単位数
備  考

前 期 後 期 必 修 選 択 

人 
文 
・ 
社 
会 
科 
学 
系 

100 哲学 1 ○ 2 10単位以上修得のこと

101 人間と自然の調和 2 ○ 2

102 経済学 2 ○

 
2

103 文学 1 ○ 2

104 歴史学 2 集中 2

105 法学 1 ○ 2

106 社会学 1 ○ 2

107 心理学 1 ○ 2

108 現代社会と生涯学習 1 集中 2

109 日本国憲法 1 ○ 2

110 子どもの発達と遊び 2 ○ 2 

111 ジェンダー論 1 ○ 2 

外 

国 

語 

120 英語ⅠＡ 1 ○ 1 必修科目６単位を含め
８単位以上修得のこと121 英語ⅠＢ 1 ○ 1

122 英語ⅡＡ 2 ○ 1

123 英語ⅡＢ 2 ○ 1

124 教養のための英語Ａ 2 ○ 1

125 教養のための英語Ｂ 2 ○ 1

126 地球市民のための英語Ａ 2 ○ 1

127 地球市民のための英語Ｂ 2 ○ 1

128 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝＡ 1 ○ 1

129 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝＢ 1 ○ 1

130 ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ 2 ○ 1

131 ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 2 ○ 1

保 

健 

体 

育 

140 健康科学 1 ○ 1 必修科目１単位を含め
２単位以上修得のこと141 スポーツ実技Ⅰ 1 ○ ○ 1

142 スポーツ実技Ⅱ 2 ○ ○ 1 

143 スポーツ実技Ⅲ 1 集中 1 

144 スポーツ実技Ⅳ

 
1 集中 1

情 
報 
科 
学 

160 情報処理概論 1 ○ 2 必修科目３単位を含め
４単位以上修得のこと161 情報処理演習Ⅰ 1 ○ 1

162 情報処理演習Ⅱ 2 ○ 1

163 情報処理演習Ⅲ 2 ○ 1

自 

然 

科 

学 

系 

180 基礎生物学 1 ○ (1)備考① 10単位以上修得のこと 

① 基礎生物学、基礎化学、

基礎物理学、基礎数学は、
リメディアル科目であるた
め、卒業に必要な単位数に
は含めない。
※上記科目の単位は、履修単位

として認定し、進級条件の単位

数には含めます。

科目番号180～196は学科

ごとに開講されている。

181 基礎化学 1 ○ (1) 〃

182 基礎物理学 1 ○ (1) 〃

183 基礎数学 1 ○ (1) 〃

184 数学 1 ○ 2

185 統計学 1 ○ 2

186 生物学 1 ○ 2

187 無機化学 1 ○ 2

188 有機化学概論 1 ○ 2

189 物理学 1 ○ 2

190 地学 2 ○ 2

191 生物学実験 2 ○ 1

192 無機化学実験 1 ○ 1

193 有機化学実験 1 ○ 1

195 物理学実験 2 集中 1 

196 地学実験 2 集中 1

教 養 科 目 の 合 計 10 55 

40単位以上修得 
①英語以外の1つの外国語でいしかわシ

ティカレッジ・放送大学において認定さ

れた単位(4単位以内）を含む。 

②その他の教養教育科目（自然科学系科

目を除く）で他の大学及びいしかわシテ

ィカレッジで認定された単位（①と合わ

せ6単位以内）を含む。

２２））外外国国語語科科目目

外国語科目については、本学では、英語ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ、英語コミュニケーションＡ・
Ｂ、教養のための英語Ａ・Ｂ、地球市民のための英語Ａ・Ｂ、アカデミック・ライティング、ア
カデミック・プレゼンテーションの１２科目を開講している。このうち、１～２年次に８科目（う
ち６科目は必修）８単位以上を修得しなければならない。
英語ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ、英語コミュニケーションＡ・Ｂ（いずれも必修科目）では、総

合的なトレーニングを通して「読む・聞く・書く・話す」という大学入学までに養った英語四技
能についての基礎力を向上させることを目指す。
教養のための英語Ａ・Ｂ、地球市民のための英語Ａ・Ｂ、アカデミック・ライティング、アカ

デミック・プレゼンテーションでは、英語を用いて視野を広げると同時に実践的スキルを高める
ことを目標とする。
その他の外国語の学習を希望する学生は、いしかわシティカレッジまたは放送大学との単位互

換制度により単位修得（２単位のものは１単位に認定）すれば、１つの外国語に限り４単位を上限
に、その他の外国語として卒業に必要な教養教育科目の単位数（外国語科目８単位に含まない）
に数えることができる。

３３））保保健健体体育育科科目目

演習に準じる講義科目１科目（健康科学）を必修とし、実技科目４科目（スポーツ実技I・Ⅱ・
Ⅲ・Ⅳ）を選択科目として開講し、必修科目１単位を含めて２単位修得しなければならない。

４４））情情報報科科学学科科目目

情報処理能力の向上を図るため、コンピュータリテラシー教育を、入学直後から徹底して行う。
具体的には、情報処理概論、情報処理演習Ⅰを全学科必修とし、専門分野に対応させた情報処理
演習Ⅱ・Ⅲを選択科目として開講し、必修科目３単位を含めて４単位修得しなければならない。
充実したコンピュータ設備を駆使して、本学部での実験・実習や卒業研究等に必要不可欠な情報
処理はいうまでもなく、今後の情報化時代に対応できる基礎的能力を養う。

５５））自自然然科科学学系系科科目目

生物資源環境学の基礎となる自然科学系の科目は主に１年次に配置し、リメディアル科目（基
礎生物学・基礎化学・基礎物理学・基礎数学）は前期に配置する。リメディアル科目に対応する
生物学、化学、物理学、数学等の科目は後期に配置するとともに、それらの科目の実験・実習を
行って、実験器具の扱い方、注意事項等の基礎知識と実験法を習得させる。自然科学系科目は、
１０単位修得（リメディアル科目は卒業要件の単位に含まない）しなければならない。
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２２．．５５  専専門門教教育育科科目目  

 

１１））  生生産産科科学学科科  

主に植物と動物を対象とした生物資源の生理・生態を集団・個体・細胞・分子・遺伝子レベル

で多面的に解明し、生物資源が持つ有用機能を活用した生産技術の開発および普及などに重点を

おいた教育研究を行う。また農業経済学、経営学、生産システム学の教育と調査実習などの応用

により、この分野の進展に貢献できる人材を育成する。なお、最終学年では卒業研究と演習を必

修科目とする。 

生産科学科は次のとおり４つのコースに分かれている。 

 

①①  生生産産科科学学ココーースス  

生産科学コースでは、植物・動物生産の基礎および専門的知識を身につけ、農業生産の効率的

なシステム化、農業経済・経営など、生物生産について広範囲の内容を体系的に学ぶことができ

る。また農場実習などの体験型実習科目により農産物の栽培や収穫、家畜の飼育などを実践的に

習得する。本コースでは、生物資源を利用した新しい生産技術の開発および普及に貢献できる人

材、農業生産分野のリーダーとなる人材を育成する。 

 

②②  生生産産環環境境制制御御ココーースス  

生産環境制御コースでは、生産科学科のカリキュラムで行われる、植物生産や動物生産、生産

システム、農業経済・経営学に関する基礎的・応用的講義と実習に加えて、高度環境制御施設や

植物工場での作物生産に必要な、環境計測・制御、水耕栽培、人工光による栽培などの知識・技

術を体系的に学ぶ。近年、作物生産における高度な環境制御が可能となってきた中で、各環境要

素の相互関係を解明して調節し、より低コスト・高性能で生産を最適化する「統合環境制御技術」

の構築が進められてきている。本コースでは、この統合環境制御の概念や、エネルギーの利用に

ついて理解し、新しいかたちの農業に応用していく能力を持つ人材を育成する。 

 

③③  先先端端ババイイオオココーースス  

生産科学科のカリキュラムである植物生産や畜産、農業経営学に関する講義と実習を通して、

生物生産、農林水産業に関する様々な知識と技術を習得するとともに、先端バイオコースで設け

られた微生物、植物のゲノム情報の解析方法や遺伝子組換え、その応用、バイオテクノロジーと環境

や産業との関わり等に関する講義・実習を受講することによって、バイオテクノロジーに関する知

識と技術、思考力を持つ人材の育成に取り組む。本コースでは、バイオテクノロジーを活用した食品

成分・医薬品原料・酵素など有用物質の高効率生産、高品質の種苗開発、農業・バイオマス・環境関連

技術等に対応できる人材を育成する。  

  

④④  ６６次次産産業業化化ココーースス  

生産科学科のカリキュラムでは植物生産や畜産、農業経営学に関する講義と実習を通して農林

水産業に役立つ人材の育成を行っている。6 次産業化コースではさらに食品に関する製造加工、

安全、栄養、法規について学ぶとともに、うどんやパン作りを経験することによって食品製造の

分野で役立つ知識と技術を習得する。本コースでは、農水産物の高付加価値化といった地域の農

林水産業と食品産業の活性化に役立つ人材、企業において農林水産物や食品を通した新たなビジ

ネスを提案できる人材を育成する。  
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２２．．５５ 専専門門教教育育科科目目

１１）） 生生産産科科学学科科

主に植物と動物を対象とした生物資源の生理・生態を集団・個体・細胞・分子・遺伝子レベル

で多面的に解明し、生物資源が持つ有用機能を活用した生産技術の開発および普及などに重点を

おいた教育研究を行う。また農業経済学、経営学、生産システム学の教育と調査実習などの応用

により、この分野の進展に貢献できる人材を育成する。なお、最終学年では卒業研究と演習を必

修科目とする。

生産科学科は次のとおり４つのコースに分かれている。

①① 生生産産科科学学ココーースス

生産科学コースでは、植物・動物生産の基礎および専門的知識を身につけ、農業生産の効率的

なシステム化、農業経済・経営など、生物生産について広範囲の内容を体系的に学ぶことができ

る。また農場実習などの体験型実習科目により農産物の栽培や収穫、家畜の飼育などを実践的に

習得する。本コースでは、生物資源を利用した新しい生産技術の開発および普及に貢献できる人

材、農業生産分野のリーダーとなる人材を育成する。

②② 生生産産環環境境制制御御ココーースス

生産環境制御コースでは、生産科学科のカリキュラムで行われる、植物生産や動物生産、生産

システム、農業経済・経営学に関する基礎的・応用的講義と実習に加えて、高度環境制御施設や

植物工場での作物生産に必要な、環境計測・制御、水耕栽培、人工光による栽培などの知識・技

術を体系的に学ぶ。近年、作物生産における高度な環境制御が可能となってきた中で、各環境要

素の相互関係を解明して調節し、より低コスト・高性能で生産を最適化する「統合環境制御技術」

の構築が進められてきている。本コースでは、この統合環境制御の概念や、エネルギーの利用に

ついて理解し、新しいかたちの農業に応用していく能力を持つ人材を育成する。

③③ 先先端端ババイイオオココーースス

生産科学科のカリキュラムである植物生産や畜産、農業経営学に関する講義と実習を通して、

生物生産、農林水産業に関する様々な知識と技術を習得するとともに、先端バイオコースで設け

られた微生物、植物のゲノム情報の解析方法や遺伝子組換え、その応用、バイオテクノロジーと環境

や産業との関わり等に関する講義・実習を受講することによって、バイオテクノロジーに関する知

識と技術、思考力を持つ人材の育成に取り組む。本コースでは、バイオテクノロジーを活用した食品

成分・医薬品原料・酵素など有用物質の高効率生産、高品質の種苗開発、農業・バイオマス・環境関連

技術等に対応できる人材を育成する。

④④ ６６次次産産業業化化ココーースス

生産科学科のカリキュラムでは植物生産や畜産、農業経営学に関する講義と実習を通して農林

水産業に役立つ人材の育成を行っている。6 次産業化コースではさらに食品に関する製造加工、

安全、栄養、法規について学ぶとともに、うどんやパン作りを経験することによって食品製造の

分野で役立つ知識と技術を習得する。本コースでは、農水産物の高付加価値化といった地域の農

林水産業と食品産業の活性化に役立つ人材、企業において農林水産物や食品を通した新たなビジ

ネスを提案できる人材を育成する。

表表２２．．２２　　生生産産科科学学科科ににおおけけるる専専門門科科目目　　＜＜履履修修規規程程　　別別表表３３＞＞ （開講学期補記）

各コース単位数（履修グループ）

生産科学 生産環境制御 先端バイオ ６次産業化

前期 後期 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

200 生物資源環境学概論 1 ○ 2 2 2 2

201 石川の自然と農林水産業 1 ○ 2（A） 2（A） 2（A） 2（A）

202 生物統計学 2 ○ 2（A） 2（A） 2（H） 2（A）

203 応用気象学 （食品除く） 1 ○ 2（A） 2（G） 2（A） 2（A）

204 環境倫理学 3 ○ 2（A） 2（A） 2（H） 2（A）

205 栽培学概論 1 ○ 2（A） 2（G） 2（A） 2（A）

206 廃棄物・資源循環論 3 ○ 2（A） 2（G） 2（H） 2（A）

207 遺伝学概論 1 ○ 2（A） 2（A） 2（G） 2（A）

208 植物生理学Ⅰ 2 ○ 2（A） 2（G） 2（H） 2（A）

209 生態学概論 1 ○ 2（A） 2（A） 2（A） 2（A）

210 微生物学概論 2 ○ 2（A） 2（A） 2（G） 2（A）

211 生物工学概論　  （環境除く） 2 ○ 2（A） 2（A） 2（A） 2（A）

212 分子生物学概論 2 ○ 2（A） 2（A） 2（G） 2（A）

213 生化学概論 1 ○ 2（A） 2（A） 2（G） 2（A）

214 農場実習Ａ 2 ○ 2* 2* 2* 2*

215 農場実習Ｂ 　 （環境除く） 2 ○ 2* 2* 2* 2*

216 分子生物学実習 2 集中 2（A） 2（A） 2（G） 2（A）

217 地域食農フィールド演習 1 通年 1 1 1 1

218 生物資源環境学社会生活論 1 ○ 1 1 1 1

219 土壌環境学  （食品除く） 2 ○ 2（B） 2（H） 2（B） 2（B）

323 農業経営学 （環境除く） 3 集中 2（E） 2（E） 2（E） 2（E）

326 農業政策学 （環境除く） 3 ○ 2（E） 2（E） 2（E） 2（E）

501 食文化論 （環境除く） 3 ○ 2 2 2 2

506 食品加工学 （環境除く） 3 ○ 2 2 2 2

509 食品化学 （環境除く） 3 ○ 2 2 2 2

512 食品管理学 （環境除く） 3 ○ 2 2 2 2

514 食品衛生学 （環境除く） 3 ○ 2 2 2 2

519 食品マーケティング論（環境除く） 3 ○ 2 2 2 2

543 食品学総論 （環境除く） 3 ○ 2 2 2 2

300 生産科学英語 2 ○ 1 1 1 1

301 植物育種学 3 ○ 2（B） 2（B） 2（B） 2（B）

302 植物遺伝学 1 ○ 2（B） 2（B） 2（H） 2（B）

303 植物生理学Ⅱ 3 ○ 2（B） 2（B） 2（B） 2（B）

304 植物細胞工学 2 ○ 2（B） 2（B） 2（H） 2（B）

305 植物保護学 3 ○ 2（B） 2（H） 2（B） 2（B）

306 植物病理学 2 ○ 2（B） 2（H） 2（B） 2（B）

307 応用昆虫学 3 ○ 2（B） 2（B） 2（B） 2（B）

308 植物生産学 2 ○ 2（C） 2（C） 2（C） 2（C）

309 植物形態・機能学 2 ○ 2（C） 2（C） 2（C） 2（C）

310 食用作物学 2 ○ 2（C） 2（C） 2（C） 2（C）

311 産業資源作物学 3 ○ 2（C） 2（C） 2（C） 2（C）

312 蔬菜園芸学 3 ○ 2（C） 2 2（C） 2（C）

313 果樹園芸学 3 ○ 2（C） 2（C） 2（C） 2（C）

314 花卉学 3 ○ 2（C） 2（C） 2（C） 2（C）

315 畜産学概論 1 ○ 2（D） 2（D） 2（D） 2（D）

316 動物繁殖学 3 ○ 2（D） 2（D） 2（D） 2（D）

317 動物生体機構学 2 ○ 2（D） 2（D） 2（D） 2（D）

318 動物育種学 3 集中 2（D） 2（D） 2（D） 2（D）

319 動物栄養学 2 ○ 2（D） 2（D） 2（D） 2（D）

320 動物管理学 3 ○ 2（D） 2（D） 2（D） 2（D）

321 生産システム学 2 ○ 2（E） 2（E） 2（E） 2（E）

322 生物計測工学 3 ○ 2（E） 2（H） 2（E） 2（E）

324 食料システム学概論 2 ○ 2（E） 2（E） 2（E） 2（E）

325 生物資源経済学 2 ○ 2（E） 2（E） 2（E） 2（E）

327 植物遺伝子工学実験 3 ○ 2（F） 2（F） 2（F） 2（F）

328 生産科学基礎実験 3 ○ 2（F） 2（F） 2（F） 2（F）

329 植物生産学実験 3 ○ 2（F） 2（F） 2（F） 2（F）

共
通
科
目

分
野

科目
番号

授 業 科 目 の 名 称
配当
年次

開講学期

固
有
科
目
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各コース単位数（履修グループ）

生産科学 生産環境制御 先端バイオ ６次産業化

前期 後期 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

分
野

科目
番号

授 業 科 目 の 名 称
配当
年次

開講学期

330 植物生産学基礎実験 2 ○ 2（F） 2（F） 2（F） 2（F）

331 動物生産学実験 3 ○ 2（F） 2（F） 2（F） 2（F）

332 生物生産工学実験 3 ○ 2（F） 2（F） 2（F） 2（F）

333 学外農業関連実習 3 集中 1 1 1 1

334 植物環境生理学　※ 3 ○ 2

335 植物環境制御学　※ 3 ○ 2

336 植物環境制御学実験Ⅰ　※ 3 ○ 2

337 植物環境制御学実験Ⅱ　※ 3 ○ 2

338 ゲノム分析実習　※ 3 ○ 2

339 環境ゲノム学　※ 3 ○ 2

340 人間環境学　※ 3 ○ 1

341 バイオ医薬・産業学　※ 3 ○ 2

342 遺伝子機能解析学　※ 3 ○ 2

343 食の６次産業化プロデューサー集中講義　※ 3 ○ 1

346 生産科学演習Ⅰ 3 ○ 1 1 1 1

344 生産科学演習Ⅱ 4 通年 2 2 2 2

345 卒業研究 4 通年 10 10 10 10

405 生物多様性学　　（環境） 2 ○ 2（H）

408 微生物生態学　　（環境） 3 ○ 2（H）

502 生化学 （食品） 2 ○ 2（H）

503 有機化学 （食品） 2 ○ 2（H）

504 分子生物学 （食品） 2 ○ 2（H）

522 バイオインフォマティクス（食品） 3 ○ 2（H）

523 応用微生物学　　（食品） 3 ○ 2（H）

516 食品保蔵学 （食品） 3 ○ 2

539 食品生産学外実習（食品）　※ 3 集中 1
【生産科学コース】
① 必修（＊のうち、どちらかを修得）科目：１９単位
② Ａグループから１４単位以上修得
③ Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの各グループから各６単位以上修得
④ Ｆグループから８単位以上修得
【生産環境制御コース】
① 必修（＊のうち、どちらかを修得）科目：２９単位
② Ａグループから８単位以上修得
③ Ｂグループから２単位以上修得
④ Ｃ、Ｅの各グループから各４単位以上修得
⑤ Ｄ、Ｆ、Ｇ、Ｈの各グループから各６単位以上修得
【先端バイオコース】
① 必修（＊のうち、どちらかを修得）科目：２８単位
② Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの各グループから各４単位以上修得
③ Ｆグループから６単位以上修得
④ Ｇグループから８単位以上修得
⑤ Ｈグループから１４単位以上修得
【６次産業化コース】
① 必修（＊のうち、どちらかを修得）科目：２４単位
② Ａグループから１２単位以上修得
③ Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの各グループから各６単位以上修得
④ Ｆグループから８単位以上修得
※ 他コースで履修できない科目（他学科科目としての履修も不可）

【６次産業化コース】食の６次産業化プロデューサー集中講義、食品生産学外実習

固
有
科
目

他
学
科
科
目

（

カ
ッ

コ
内
は
開
講
学
科
）

備

考

【生産環境制御コース】植物環境生理学、植物環境制御学、植物環境制御学実験Ⅰ、植物環境制御学実験Ⅱ
【先端バイオコース】ゲノム分析実習、環境ゲノム学、人間環境学、バイオ医薬・産業学、遺伝子機能解析学
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２２）） 環環境境科科学学科科

土壌、水、気象、植物、動物、微生物など自然環境を構成する要素、生態系の仕組みと機能を

学習するための基礎科目とともに、農業水利施設の整備と管理技術、自然エネルギーの循環利

用、防災など農山村の安全、安心、地域振興に関する科目を設けている。また、これらの主要科

目と関連のある実験・演習科目を開設して実験とデータ解析技術の習得と理解の深化を図ってい

る。さらに、環境問題を体験学習するために環境科学フィールド体験実習、里山里海フィールド

実習、学外環境関連実習を設けている。なお、最終学年では卒業研究を必修科目とする。 

環境科学科は次のとおり３つのコースに分かれている。 

①① 環環境境科科学学ココーースス

土、水、生物などの知識をベースに、自然環境を守りながら農業生産環境や生活環境を整備し

ていくための理論と技術を習得することを目標とする。知識の深化、定着化を図るとともに実践

的な技術を身につけるため、基礎科目と関連する実験、演習を行う。さらに、現場で環境問題を

体験、学習するために、環境科学フィールド体験実習、学外環境関連実習が選択できる。本コー

スでは、環境に関する幅広い知識により安全で潤いのある快適な地域社会の実現に貢献できる人

材を育成する。 

②② 里里山山活活性性化化ココーースス

里山里海の景観や資源の保全、自然エネルギー（小水力、地中熱、バイオマス）の活用、自然環

境が有する防災機能（グリーンインフラ）の評価、野生動物の管理や生物多様性の保全、農山村

振興に資する社会科学的手法等、里山地域の活性化や安全・安心で持続可能な地域社会の実現の

ために必要な理論と技術の習得を目標とする。実践的な技術を身につけるため、少人数制の実験・

実習、里山地域での体験学習を豊富に行う。本コースでは、専門知識を横断的に身につけ、柔軟

な発想で地域に貢献できる人材を育成する。 

③③ 先先端端ババイイオオココーースス

環境科学科のカリキュラムである講義と実習を通して、土、水、大気、生物といった環境に関

する様々な知識と技術を習得するとともに、生物のゲノム情報の解析方法や遺伝子組換え、その応

用、バイオテクノロジーと環境や産業との関わり等に関する講義・実習を受講する。本コースでは、

バイオテクノロジーに関する知識、技術を活用して、環境問題に対応できる人材を育成する。 

各コース単位数（履修グループ）

生産科学 生産環境制御 先端バイオ ６次産業化

前期 後期 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

分
野

科目
番号

授 業 科 目 の 名 称
配当
年次

開講学期

330 植物生産学基礎実験 2 ○ 2（F） 2（F） 2（F） 2（F）

331 動物生産学実験 3 ○ 2（F） 2（F） 2（F） 2（F）

332 生物生産工学実験 3 ○ 2（F） 2（F） 2（F） 2（F）

333 学外農業関連実習 3 集中 1 1 1 1

334 植物環境生理学　※ 3 ○ 2

335 植物環境制御学　※ 3 ○ 2

336 植物環境制御学実験Ⅰ　※ 3 ○ 2

337 植物環境制御学実験Ⅱ　※ 3 ○ 2

338 ゲノム分析実習　※ 3 ○ 2

339 環境ゲノム学　※ 3 ○ 2

340 人間環境学　※ 3 ○ 1

341 バイオ医薬・産業学　※ 3 ○ 2

342 遺伝子機能解析学　※ 3 ○ 2

343 食の６次産業化プロデューサー集中講義　※ 3 ○ 1

346 生産科学演習Ⅰ 3 ○ 1 1 1 1

344 生産科学演習Ⅱ 4 通年 2 2 2 2

345 卒業研究 4 通年 10 10 10 10

405 生物多様性学　　（環境） 2 ○ 2（H）

408 微生物生態学　　（環境） 3 ○ 2（H）

502 生化学　　　　　（食品） 2 ○ 2（H）

503 有機化学　　　　（食品） 2 ○ 2（H）

504 分子生物学　　　（食品） 2 ○ 2（H）

522 バイオインフォマティクス（食品） 3 ○ 2（H）

523 応用微生物学　　（食品） 3 ○ 2（H）

516 食品保蔵学　　　（食品） 3 ○ 2

539 食品生産学外実習（食品）　※ 3 集中 1
【生産科学コース】
① 必修（＊のうち、どちらかを修得）科目：１９単位
② Ａグループから１４単位以上修得
③ Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの各グループから各６単位以上修得
④ Ｆグループから８単位以上修得
【生産環境制御コース】
① 必修（＊のうち、どちらかを修得）科目：２９単位
② Ａグループから８単位以上修得
③ Ｂグループから２単位以上修得
④ Ｃ、Ｅの各グループから各４単位以上修得
⑤ Ｄ、Ｆ、Ｇ、Ｈの各グループから各６単位以上修得
【先端バイオコース】
① 必修（＊のうち、どちらかを修得）科目：２８単位
② Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの各グループから各４単位以上修得
③ Ｆグループから６単位以上修得
④ Ｇグループから８単位以上修得
⑤ Ｈグループから１４単位以上修得
【６次産業化コース】
① 必修（＊のうち、どちらかを修得）科目：２４単位
② Ａグループから１２単位以上修得
③ Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの各グループから各６単位以上修得
④ Ｆグループから８単位以上修得
※　他コースで履修できない科目（他学科科目としての履修も不可）

【６次産業化コース】食の６次産業化プロデューサー集中講義、食品生産学外実習

固
有
科
目

他
学
科
科
目

（

カ
ッ

コ
内
は
開
講
学
科
）

備

考

【生産環境制御コース】植物環境生理学、植物環境制御学、植物環境制御学実験Ⅰ、植物環境制御学実験Ⅱ
【先端バイオコース】ゲノム分析実習、環境ゲノム学、人間環境学、バイオ医薬・産業学、遺伝子機能解析学
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表表２２．．３３　　環環境境科科学学科科ににおおけけるる専専門門科科目目　　＜＜履履修修規規程程　　別別表表４４＞＞ （開講学期補記）

各コース単位数（履修グループ）

環境科学 里山活性化 先端バイオ

前期 後期 必修 選択 必修 選択 必修 選択

200 生物資源環境学概論 1 ○ 2 2 2

201 石川の自然と農林水産業 1 ○ 2（A） 2（A） 2（A）

202 生物統計学 2 ○ 2（A） 2（A） 2（I）

203 応用気象学 （食品除く） 1 ○ 2（A） 2（A） 2（A）

204 環境倫理学 3 ○ 2（A） 2（A） 2（I）

205 栽培学概論 1 ○ 2（A） 2（A） 2（A）

206 廃棄物・資源循環論 3 ○ 2（A） 2（A） 2（I）

207 遺伝学概論 1 ○ 2（A） 2（A） 2（H）

208 植物生理学Ⅰ 2 ○ 2（A） 2（A） 2（I）

209 生態学概論 1 ○ 2（A） 2（A） 2（A）

210 微生物学概論 2 ○ 2（A） 2（A） 2（H）

212 分子生物学概論 2 ○ 2（A） 2（A） 2（H）

213 生化学概論 1 ○ 2（A） 2（A） 2（H）

214 農場実習Ａ 4 ○ 2（A） 2（A） 2（A）

216 分子生物学実習 2 集中 2（A） 2（A） 2（H）

217 地域食農フィールド演習 1 通年 1 1 1

218 生物資源環境学社会生活論 1 ○ 1 1 1

219 土壌環境学 （食品除く） 2 ○ 2（B） 2（B） 2（B）

400 環境科学英語 2 ○ 1 1 1

401 土壌物理学 2 ○ 2（B） 2（B） 2（B）

402 土質力学 2 ○ 2（B） 2（B） 2（B）

403 大気環境学 2 ○ 2（B） 2（B） 2（B）

404 灌漑排水学 2 ○ 2（B） 2（B） 2（B）

405 生物多様性学 2 ○ 2（C） 2（C） 2（I）

406 植物生態学 3 ○ 2（C） 2（C） 2（C）

407 動物生態学　 3 ○ 2（C） 2（C） 2（C）

408 微生物生態学 3 ○ 2（C） 2（C） 2（I）

409 野生動物管理学 3 ○ 2（C） 2 2（C）

410 水文学 2 ○ 2（D） 2（D） 2（D）

411 応用生態工学 3 ○ 2（D） 2（D） 2（D）

412 施設工学 3 ○ 2（D） 2（D） 2（D）

413 水利システム学 3 ○ 2（D） 2（D） 2（D）

414 水資源利用学 3 ○ 2（D） 2（D） 2（D）

415 農村計画学　 2 ○ 2（E） 2（E） 2（E）

416 地域情報プログラミング 2 ○ 2（E） 2（E） 2（E）

417 環境マネジメント論 3 ○ 2（E） 2（E） 2（E）

418 森林流域環境学 3 ○ 2（E） 2 2（E）

419 緑地環境学 3 ○ 2（E） 2 2（E）

420 応用数学 2 ○ 2（F） 2（F） 2（F）

421 環境経済学 2 ○ 2（F） 2（F） 2（F）

422 水理学 2 ○ 2（F） 2（F） 2（F）

423 応用力学 2 ○ 2（F） 2（F） 2（F）

424 土木材料学 3 ○ 2（F） 2（F） 2（F）

425 地形情報処理 3 ○ 2（F） 2（F） 2（F）

426 環境関連法規 3 ○ 2（F） 2（F） 2（F）

427 生産環境創造学 3 ○ 2（F） 2 2（F）

428 里山里海活用実践論　※ 3 2

429 土質・土壌物理実験 2 ○ 2（G） 2（G） 2（G）

430 環境基礎実験 3 ○ 2（G） 2（G） 2（G）

431 水理学実験 3 ○ 2（G） 2（G） 2（G）

432 生態学実験実習 3 ○ 2（G） 2（G） 2（G）

433 地形情報処理実習Ⅰ 3 ○ 2（G） 2（G） 2（G）

434 地形情報処理実習Ⅱ 3 ○ 2（G） 2（G） 2（G）

共
通
科
目

分
野

科目
番号

授 業 科 目 の 名 称
配当
年次

開講学期

固
有
科
目
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各コース単位数（履修グループ）

環境科学 里山活性化 先端バイオ

前期 後期 必修 選択 必修 選択 必修 選択

分
野

科目
番号

授 業 科 目 の 名 称
配当
年次

開講学期

435 田園エネルギー活用実習　※ 3 ○ 2

436 野生動物管理学実習　※ 3 ○ 1

437 環境科学フィールド体験実習 1 集中 1 1 1

438 里山里海フィールド実習 2 集中 1 1 1

439 学外環境関連実習 3 集中 1 1 1

440 環境科学演習Ⅰ 3 ○ 1 1 1

441 環境科学演習Ⅱ 4 通年 2 2 2

442 卒業研究 4 通年 10 10 10

302 植物遺伝学 （生産） 1 ○ 2（I）

304 植物細胞工学　　（生産） 2 ○ 2（I）

305 植物保護学 （生産） 3 ○ 2

338 ゲノム分析実習　（生産）※ 3 ○ 2（A） 2

339 環境ゲノム学　　（生産）※ 3 ○ 2（A） 2

340 人間環境学 （生産）※ 3 1

341 バイオ医薬・産業学（生産）※ 3 ○ 2

342 遺伝子機能解析学（生産）※ 3 ○ 2

502 生化学 （食品） 2 ○ 2（I）

503 有機化学 （食品） 2 ○ 2（I）

504 分子生物学 （食品） 2 ○ 2（I）

514 食品衛生学 （食品） 3 ○ 2

522 バイオインフォマティクス（食品） 3 ○ 2（I）

523 応用微生物学　　（食品） 3 ○ 2（I）
【環境科学コース】
① 必修科目：１４単位
② Ａグループから１０単位以上修得
③ Ｂ､Ｃ､Ｄ､Ｅの各グループから各４単位以上修得
④ Ｆ、Ｇの各グループから各８単位以上修得
【里山活性化コース】
① 必修科目：２８単位
② Ａグループから１０単位以上修得
③ Ｂ､Ｃ､Ｄ､Ｅの各グループから各４単位以上修得
④ Ｆ、Ｇの各グループから各８単位以上修得
【先端バイオコース】
① 必修科目：２３単位
② Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの各グループから各４単位以上修得
③ Ｆ、Ｇの各グループから各６単位以上修得
④ Ｈグループから８単位以上修得
⑤ Ｉグループから１４単位以上修得
※他コースで履修できない科目（他学科としての履修も不可）

【里山活性化コース】田園エネルギー活用実習、野生動物管理学実習、里山里海活用実践論

固
有
科
目

他
学
科
科
目
（

カ
ッ

コ
内
は
開
講
学
科
）

備

考

【先端バイオコース】ゲノム分析実習、環境ゲノム学、人間環境学、バイオ医薬・産業学、遺伝子機能解析学
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３３）） 食食品品科科学学科科

食品の素材となる各種生物資源の化学的・生物学的・生化学的特性と機能を理解するための科

目を共通の基礎科目として位置づける。それらの講義・演習科目とあわせて食品に関わる各種の

基礎的分析・実験技術を修得するための実験科目を開講する。なお、最終学年では卒業研究と演

習を必修科目とする。 

食品科学科は次のとおり３つのコースに分かれている。 

①① 食食品品科科学学ココーースス

食品科学科のカリキュラムである講義と実習を通して、製造加工、安全、機能といった食品に

関する様々な知識と技術を習得するとともに、食品科学コースで設けられた食品栄養成分と機能

に関する科目、機能性成分の生体調節機能およびその評価に関する科目、食の安全性および衛生

に関する科目、品質管理・食品添加物に関する科目を履修する。本コースでは、科学的視点に基

づいて食品の研究・開発に貢献できる人材を育成する。 

②② ６６次次産産業業化化ココーースス

食品科学科のカリキュラムである講義と実習を通して、製造加工、安全、機能といった食品に

関する様々な知識と技術を習得するとともに、6 次産業化コースで設けられた農産物の栽培や農

業経営、マーケティング、商品企画の講義・実習を履修することによって、食品産業の川上から

川下までを理解する。本コースでは農水産物の高付加価値化といった地域の農林水産業と食品産

業の活性化に役立つ人材、企業において農林水産物や食品を通した新たなビジネスを提案できる

人材を育成する。 

③③ 先先端端ババイイオオココーースス

食品科学科のカリキュラムである講義と実習を通して、製造加工、安全、機能といった食品に

関する様々な知識と技術を習得するとともに、先端バイオコースで設けられた微生物、植物のゲ

ノム情報の解析方法や遺伝子組換え、その応用、バイオテクノロジーと環境や産業との関わり等

に関する講義・実習を受講することによって、バイオテクノロジーに関する知識と技術、思考力

を持つ人材の育成に取り組む。本コースを受講することにより、バイオテクノロジーを活用した

食品成分・医薬品原料・酵素など有用物質の高効率生産、農業関連技術等に対応できる人材を育

成する。  
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３３））  食食品品科科学学科科 

食品の素材となる各種生物資源の化学的・生物学的・生化学的特性と機能を理解するための科

目を共通の基礎科目として位置づける。それらの講義・演習科目とあわせて食品に関わる各種の

基礎的分析・実験技術を修得するための実験科目を開講する。なお、最終学年では卒業研究と演

習を必修科目とする。 

食品科学科は次のとおり３つのコースに分かれている。 

 

①①  食食品品科科学学ココーースス  

食品科学科のカリキュラムである講義と実習を通して、製造加工、安全、機能といった食品に

関する様々な知識と技術を習得するとともに、食品科学コースで設けられた食品栄養成分と機能

に関する科目、機能性成分の生体調節機能およびその評価に関する科目、食の安全性および衛生

に関する科目、品質管理・食品添加物に関する科目を履修する。本コースでは、科学的視点に基

づいて食品の研究・開発に貢献できる人材を育成する。 

 

②②  ６６次次産産業業化化ココーースス  

食品科学科のカリキュラムである講義と実習を通して、製造加工、安全、機能といった食品に

関する様々な知識と技術を習得するとともに、6 次産業化コースで設けられた農産物の栽培や農

業経営、マーケティング、商品企画の講義・実習を履修することによって、食品産業の川上から

川下までを理解する。本コースでは農水産物の高付加価値化といった地域の農林水産業と食品産

業の活性化に役立つ人材、企業において農林水産物や食品を通した新たなビジネスを提案できる

人材を育成する。 

  

③③  先先端端ババイイオオココーースス  

食品科学科のカリキュラムである講義と実習を通して、製造加工、安全、機能といった食品に

関する様々な知識と技術を習得するとともに、先端バイオコースで設けられた微生物、植物のゲ

ノム情報の解析方法や遺伝子組換え、その応用、バイオテクノロジーと環境や産業との関わり等

に関する講義・実習を受講することによって、バイオテクノロジーに関する知識と技術、思考力

を持つ人材の育成に取り組む。本コースを受講することにより、バイオテクノロジーを活用した

食品成分・医薬品原料・酵素など有用物質の高効率生産、農業関連技術等に対応できる人材を育

成する。  

 

表表２２．．４４　　食食品品科科学学科科ににおおけけるる専専門門科科目目　　＜＜履履修修規規程程　　別別表表５５＞＞ （開講学期補記）

各コース単位数（履修グループ）

食品科学 ６次産業化 先端バイオ

前期 後期 必修 選択 必修 選択 必修 選択

200 生物資源環境学概論 1 ○ 2 2 2

201 石川の自然と農林水産業 1 ○ 2 2 2

202 生物統計学 2 ○ 2 2 2（B）

204 環境倫理学 3 ○ 2 2

205 栽培学概論 1 ○ 2 2 2

206 廃棄物・資源循環論 3 ○ 2 2

207 遺伝学概論 1 ○ 2 2 2（A）

208 植物生理学Ⅰ 2 ○ 2 2 2（B）

209 生態学概論 1 ○ 2 2 2

210 微生物学概論 2 ○ 2 2 2（A）

211 生物工学概論     (環境除く) 2 ○ 2 2 2

212 分子生物学概論 2 ○ 2 2 2（A）

213 生化学概論 1 ○ 2 2 2（A）

214 農場実習Ａ 2 ○ 2 2（A） 2

215 農場実習Ｂ   　  (環境除く) 2 ○ 2 2（A） 2

216 分子生物学実習 2 集中 2 2 2（A）

217 地域食農フィールド演習 1 通年 1 1 1

218 生物資源環境学社会生活論 1 ○ 1 1 1

323 農業経営学　　　（環境除く） 3 集中 2 2 2

326 農業政策学　　　（環境除く） 3 ○ 2 2 2

501 食文化論　　　　（環境除く） 1 ○ 2 2 2

502 食品加工学　　　（環境除く） 3 ○ 2 2 2

509 食品化学　　　　（環境除く） 2 ○ 2 2 2

512 食品管理学　　　（環境除く） 3 ○ 2 2 2

514 食品衛生学　　　（環境除く） 3 ○ 2 2 2

519 食品マーケティング論（環境除く） 3 ○ 2 2 2

543 食品学総論　　　（環境除く） 3 ○ 2 2 2

500 食品科学英語 2 ○ 1 1 1

502 生化学 2 ○ 2 2 2（B）

503 有機化学 2 ○ 2 2 2（B）

504 分子生物学 2 ○ 2 2 2（B）

505 食品微生物学 3 ○ 2 2 2

507 食品製造工学 3 ○ 2 2 2

508 食品材料学 2 ○ 2 2 2

510 食品機能学 2 ○ 2 2 2

511 食品栄養学 3 ○ 2 2 2

513 食品分析学 2 ○ 2 2 2

515 食品素材科学 2 ○ 2 2 2

516 食品保蔵学 2 ○ 2 2 2

517 調理化学 3 ○ 2 2 2

518 食品品質管理論 3 ○ 2 2 2

521 食生活論 2 ○ 2 2 2

522 バイオインフォマティクス 3 ○ 2 2 2（B）

523 応用微生物学 3 ○ 2 2 2（B）

524 食品開発論 3 ○ 2 2 2

525 食品物理化学 2 ○ 2 2 2

526 機器分析学 3 ○ 2 2 2

542 応用食品加工学 3 ○ 2 2 2

528 食品基礎・生化学実験 3 ○ 2* 2* 2*

529 食品製造・調理実験 3 ○ 2* 2* 2*

530 食品加工・製造実習Ⅰ 3 ○ 1* 1* 1*

531 食品加工・製造実習Ⅱ　※ 3 ○ 1

分
野

科目
番号

授 業 科 目 の 名 称
配当
年次

開講学期

共
通
科
目

2（B）

2（B）

固
有
科
目
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各コース単位数（履修グループ）

食品科学 ６次産業化 先端バイオ

前期 後期 必修 選択 必修 選択 必修 選択

分
野

科目
番号

授 業 科 目 の 名 称
配当
年次

開講学期

532 食品機能実験 3 ○ 2* 2* 2*

533 食品安全実験 3 ○ 2* 2* 2*

534 発酵食品実験 2 ○ 1 1 1

544 官能評価実習 3 集中 1 1 1

539 食品生産学外実習　※ 3 集中 1

545 食品科学総合演習Ⅰ 3 ○ 1 1 1

540 食品科学総合演習Ⅱ 4 通年 2 2 2

541 卒業研究 4 通年 10 10 10

302 植物遺伝学 （生産） 1 ○ 2（B）

304 植物細胞工学　　（生産） 2 ○ 2（B）

338 ゲノム分析実習　（生産）※ 3 ○ 2

339 環境ゲノム学　　（生産）※ 3 ○ 2

340 人間環境学 （生産）※ 3 ○ 1

341 バイオ医薬・産業学（生産） 3 ○ 2 2 2

342 遺伝子機能解析学（生産）※ 3 ○ 2

405 生物多様性学　　（環境） 2 ○ 2（B）

408 微生物生態学　　（環境） 3 ○ 2（B）
【食品科学コース】
① 必修科目：２５単位
② ４年次の進級には＊のうち６単位以上修得
【６次産業化コース】
① 必修科目：３４単位
② Ａグループから２単位以上修得
③ ４年次の進級には＊のうち６単位以上修得
【先端バイオコース】
① 必修科目：３４単位
② Ａグループから８単位以上修得
③ Ｂグループから１４単位以上修得
④ ４年次の進級には＊のうち６単位以上修得

【先端バイオコース】ゲノム分析実習、環境ゲノム学、人間環境学、遺伝子機能解析学

備

考

※他コースで履修できない科目（他学科科目としての履修も不可）
【６次産業化コース】食品加工・製造実習Ⅱ、食品生産学外実習

固
有
科
目

他
学
科
科
目

（
カ
ッ

コ
内
は
開
講
学
科
）
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３３．．  教教育育方方法法及及びび履履修修方方法法

３３．．１１    教教育育のの方方法法 

 自ら将来の課題を探求し、その課題に対して幅広い視野から柔軟かつ総合的に考え、的確な判

断を下すことのできる知識の習得と行動力の育成を図るとともに、豊かな人間性の養成に努める。

このため、特に、以下の項目に重点をおいた教育方法を導入する。 

１１））専専門門教教育育ににおおけけるる実実験験・・実実習習及及びび演演習習のの重重視視

生物資源環境学という多方面にわたる総合的学問分野を実際の科学技術に生かしてゆくた

めには、何よりも自ら経験・実践してゆくことが必要であることから、実験・実習並びに演習

（ゼミナール）に力点を置いた教育方法を採用する。 

２２））学学外外実実習習のの導導入入

在学中から実社会との接点を設けるために夏季休業を利用して公的研究機関、私企業等に

学生の受け入れを依頼し、学外実習として実践的場面における研修を受けることができる。 

３３））オオフフィィススアアワワーーのの設設定定

予習復習の際に生じた疑問点を教員に直接聞くことや学習上のアドバイスを受けることが

できるように、学生と教員が直接接触できる時間帯・オフィスアワーを設定するとともに、メ

ール、電子掲示板などを利用した連絡指導体制を確保する。 

３３．．２２  履履修修方方法法 

１１））学学生生にに対対すするる履履修修指指導導

入学直後の学生に対するガイダンスにおいて、学生便覧やシラバスを用いて、本学部の履

修について説明・指導するとともに、本学部の教育課程全般に対する理解を促す。具体的に

は、本学部・各学科の教育課程上の特色・方針、クサビ型カリキュラムやセメスター制の意義

と仕組み、卒業単位数、進級の条件と内容、放送大学及び他大学との単位互換の趣旨とその仕

組み等が含まれる。また、各学科において典型的な履修のモデルをガイダンス等で示し、学生

が具体的なイメージを持って履修できるようにする。 

  それ以降も、学年進級時などにおいて、個々の学生の履修状況等に応じた個別の履修指導

を行う。 

２２））単単位位認認定定

本学では、セメスター制を採用しているため、カリキュラム上の全ての授業科目は、半期で

完結するように内容を厳選して科目配置をする。全ての授業科目の単位数は、４５時間の学

修を必要とする内容で１単位とするが、授業時間については、授業の形態による教育効果、課

外学修の有無などを考慮して、以下の基準に従い、授業科目毎に単位数を定める。 

① 講義科目：１５時間の授業に対して１単位を認定する。すなわち、１時限は２時間に

相当するため、１５回の授業をもって２単位とする。 
② 演習科目：３０時間の授業に対して１単位を認定する。

 外国語科目、保健体育科目の健康科学、専門科目の各科学英語は、演習に準

じる科目とする。 

③ 実験科目：３０～４５時間の授業に対して１単位を認定する。実習、実技も同様とする。

－ 21 －



- 22 -

３３））卒卒業業要要件件

本学の卒業に必要な最低単位数及び授業科目の各分類別の必要最低単位数は、次表のとおりで

ある。 

＜履修規程別表１＞ 

①①生生産産科科学学科科

科目群／（コース名） 必修科目 選択科目 合計 

教養教育

科目 

人文・社会科学系科目 １０単位以上 １０単位以上 

外国語科目 ６単位  ２単位以上  ８単位以上 

保健体育科目 １単位  １単位以上  ２単位以上 

情報科学科目 ３単位  １単位以上  ４単位以上 

自然科学系科目 １０単位以上 １０単位以上 

合  計 １０単位 ３０単位以上 ４０単位以上 

専門教育

科目 

専門科目（生産科学コース） １９単位 ６５単位以上 

８４単位以上 
専門科目（生産環境制御コース） ２９単位 ５５単位以上 

専門科目（先端バイオコース） ２８単位 ５６単位以上 

専門科目（６次産業化コース） ２４単位 ６０単位以上 

合  計 １２４単位以上 

※自然科学系科目のうち、基礎生物学、基礎化学、基礎物理学、基礎数学は卒業に必要な単位に含めない。

※各コースの専門教育科目選択科目は、科目グループごと及びグループ合計での一定の単位が必要。

②②環環境境科科学学科科

科目群／（コース名） 必修科目 選択科目 合計 

教養教育

科目 

人文・社会科学系科目 １０単位以上 １０単位以上 

外国語科目 ６単位  ２単位以上  ８単位以上 

保健体育科目 １単位  １単位以上  ２単位以上 

情報科学科目 ３単位  １単位以上  ４単位以上 

自然科学系科目 １０単位以上 １０単位以上 

合  計 １０単位 ３０単位以上 ４０単位以上 

専門教育

科目 

専門科目（環境科学コース） １４単位 ７０単位以上 

８４単位以上 専門科目（里山活性化コース） ２８単位 ５６単位以上 

専門科目（先端バイオコース） ２３単位 ６１単位以上 

合  計 １２４単位以上 

※自然科学系科目のうち、基礎生物学、基礎化学、基礎物理学、基礎数学は卒業に必要な単位に含めない。

※各コースの専門教育科目選択科目は、科目グループごと及びグループ合計での一定の単位が必要。

③③食食品品科科学学科科

科目群／（コース名） 必修科目 選択科目 合計 

教養教育

科目 

人文・社会科学系科目 １０単位以上 １０単位以上 

外国語科目 ６単位  ２単位以上  ８単位以上 

保健体育科目 １単位  １単位以上  ２単位以上 

情報科学科目 ３単位  １単位以上  ４単位以上 

自然科学系科目 １０単位以上 １０単位以上 

合  計 １０単位 ３０単位以上 ４０単位以上 

専門教育

科目 

専門科目（食品科学コース） ２５単位 ５９単位以上 

８４単位以上 専門科目（６次産業化コース） ３４単位 ５０単位以上 

専門科目（先端バイオコース） ３４単位 ５０単位以上 

合  計 １２４単位以上 

※自然科学系科目のうち、基礎生物学、基礎化学、基礎物理学、基礎数学は卒業に必要な単位に含めない。

※先端バイオコースの専門教育科目選択科目は、科目グループごと及びグループ合計での一定の単位が必要。
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４４））進進級級要要件件
３年次から４年次に進級するための条件として、最低履修単位数を設定する。次表に記載の教

養教育科目及び各学科が定める専門科目の必修科目などを含めて９０単位以上修得していること
を進級の条件とする。 

＜履修規程別表１の２＞ 

①①生生産産科科学学科科

科目群／学科名 必修科目 必修科目名 選択科目 合計 

教養教育

科目 

人文・社会科学系科目

外国語科目 ６単位 

英語ⅠＡ、英語ⅠＢ 

英語ⅡＡ、英語ⅡＢ 

英語コミュニケーションＡ 

英語コミュニケーションＢ 

２単位以上  ８単位以上 

保健体育科目 １単位 健康科学 １単位以上  ２単位以上 

情報科学科目 ３単位 
情報処理概論 

情報処理演習Ⅰ 
１単位以上  ４単位以上 

自然科学系科目 １０単位以上 １０単位以上 

専門教育

科目 

専門科目 

（全コース共通） 
７単位 

生物資源環境学概論 

生物資源環境学社会生活論 

生産科学英語 

農場実習Ａ又は農場実習Ｂ 

生産科学演習Ⅰ 

 ７単位 

※自然科学系科目のうち、基礎生物学、基礎化学、基礎物理学、基礎数学は卒業に必要な単位に含めないが、進級

に必要な単位には含める。

②②環環境境科科学学科科

科目群／学科名 必修科目 必修科目名 選択科目 合計 

教養教育

科目 

人文・社会科学系科目

外国語科目 ６単位 

英語ⅠＡ、英語ⅠＢ 

英語ⅡＡ、英語ⅡＢ 

英語コミュニケーションＡ 

英語コミュニケーションＢ 

２単位以上  ８単位以上 

保健体育科目 １単位 健康科学 １単位以上  ２単位以上 

情報科学科目 ３単位 
情報処理概論 

情報処理演習Ⅰ 
１単位以上  ４単位以上 

自然科学系科目 １０単位以上 １０単位以上 

専門教育

科目 

専門科目 

（全コース共通） 
４単位 

生物資源環境学概論 

生物資源環境学社会生活論 

環境科学英語 

 ４単位 

※自然科学系科目のうち、基礎生物学、基礎化学、基礎物理学、基礎数学は卒業に必要な単位に含めないが、進級

に必要な単位には含める。

③③食食品品科科学学科科

科目群／学科名 必修科目 必修科目名 選択科目 合計 

教養教育

科目 

人文・社会科学系科目

外国語科目 ６単位 

英語ⅠＡ、英語ⅠＢ 

英語ⅡＡ、英語ⅡＢ 

英語コミュニケーションＡ 

英語コミュニケーションＢ 

２単位以上  ８単位以上 

保健体育科目 １単位 健康科学 １単位以上  ２単位以上 

情報科学科目 ３単位 
情報処理概論 

情報処理演習Ⅰ 
１単位以上  ４単位以上 

自然科学系科目 １０単位以上 １０単位以上 

専門教育

科目 

専門科目 

（全コース共通） 

４単位 

生物資源環境学概論 

生物資源環境学社会生活論 

食品科学英語 

１０単位以上 ９単位 

のうち 

６単位 

以上 

食品基礎・生化学実験 

食品製造・調理実験 

食品加工・製造実習Ⅰ 

食品機能実験 

食品安全実験 

※自然科学系科目のうち、基礎生物学、基礎化学、基礎物理学、基礎数学は卒業に必要な単位に含めないが、進級

に必要な単位には含める。
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３３））卒卒業業要要件件

本学の卒業に必要な最低単位数及び授業科目の各分類別の必要最低単位数は、次表のとおりで

ある。

＜履修規程別表１＞

①①生生産産科科学学科科

科目群／（コース名） 必修科目 選択科目 合計

教養教育

科目

人文・社会科学系科目 １０単位以上 １０単位以上

外国語科目 ６単位 ２単位以上 ８単位以上

保健体育科目 １単位 １単位以上 ２単位以上

情報科学科目 ３単位 １単位以上 ４単位以上

自然科学系科目 １０単位以上 １０単位以上

合 計 １０単位 ３０単位以上 ４０単位以上

専門教育

科目

専門科目（生産科学コース） １９単位 ６５単位以上

８４単位以上
専門科目（生産環境制御コース） ２９単位 ５５単位以上

専門科目（先端バイオコース） ２８単位 ５６単位以上

専門科目（６次産業化コース） ２４単位 ６０単位以上

合 計 １２４単位以上

※自然科学系科目のうち、基礎生物学、基礎化学、基礎物理学、基礎数学は卒業に必要な単位に含めない。

※各コースの専門教育科目選択科目は、科目グループごと及びグループ合計での一定の単位が必要。

②②環環境境科科学学科科

科目群／（コース名） 必修科目 選択科目 合計

教養教育

科目

人文・社会科学系科目 １０単位以上 １０単位以上

外国語科目 ６単位 ２単位以上 ８単位以上

保健体育科目 １単位 １単位以上 ２単位以上

情報科学科目 ３単位 １単位以上 ４単位以上

自然科学系科目 １０単位以上 １０単位以上

合 計 １０単位 ３０単位以上 ４０単位以上

専門教育

科目

専門科目（環境科学コース） １４単位 ７０単位以上

８４単位以上専門科目（里山活性化コース） ２８単位 ５６単位以上

専門科目（先端バイオコース） ２３単位 ６１単位以上

合 計 １２４単位以上

※自然科学系科目のうち、基礎生物学、基礎化学、基礎物理学、基礎数学は卒業に必要な単位に含めない。

※各コースの専門教育科目選択科目は、科目グループごと及びグループ合計での一定の単位が必要。

③③食食品品科科学学科科

科目群／（コース名） 必修科目 選択科目 合計

教養教育

科目

人文・社会科学系科目 １０単位以上 １０単位以上

外国語科目 ６単位 ２単位以上 ８単位以上

保健体育科目 １単位 １単位以上 ２単位以上

情報科学科目 ３単位 １単位以上 ４単位以上

自然科学系科目 １０単位以上 １０単位以上

合 計 １０単位 ３０単位以上 ４０単位以上

専門教育

科目

専門科目（食品科学コース） ２５単位 ５９単位以上

８４単位以上専門科目（６次産業化コース） ３４単位 ５０単位以上

専門科目（先端バイオコース） ３４単位 ５０単位以上

合 計 １２４単位以上

※自然科学系科目のうち、基礎生物学、基礎化学、基礎物理学、基礎数学は卒業に必要な単位に含めない。

※先端バイオコースの専門教育科目選択科目は、科目グループごと及びグループ合計での一定の単位が必要。
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５５））学学科科、、ココーーススのの枠枠をを超超ええたた専専門門科科目目のの履履修修

各学科及びコースは、それぞれの教育目的に沿った必要な専門科目を開講して履修させるこ

ととしているが、学科、コースの枠を超えて専門的知識を得たいとする意欲的な学生も十分予

想される。そのような学生が他学科科目（６頁参照）を履修した場合には、８単位を限度として、

当該学科の卒業に必要な専門科目の単位として認定する。（ただし、所属コースで設定している

他学科科目は上限８単位には含めない。また、８単位を超えたものは、卒業必要単位数には含ま

ないが、履修単位として認定する。） 

３３．．３３  ココーースス配配属属  

各学科に入学後、１年次は、教養教育科目と専門共通科目を幅広く学びながら自分の適性や将

来の進路を考え、２年次より希望するコースの選択を行う。３年進級時に配属するコースを決定

し、コースのカリキュラムに従って履修計画を立てて専門科目を履修する。各コース修了者には、

卒業時にコース修了証書を授与する。 

１１））ココーースス選選択択

希望するコースのカリキュラムでの科目履修と、必要に応じて各コースでの配属人数の調整を

行うため、２年前期の終了時までにコースの予備選択（予備選択調査）を行う。２年後期の終了

までに、コース選択の希望を再確認（本選択調査）し計２回の希望調査を行い、３年進級時に配

属コースを決定する。 

２２））ココーーススのの受受入入上上限限

受入上限は、生産環境制御コースでは１０名程度とし、生産科学科６次産業化コースでは５名

程度、食品科学科６次産業化コースでは１０名程度とする。里山活性化コースでは１０名程度と

し、先端バイオコースは、各学科より５名程度で計１５名程度とする。コースの上限を超える希

望があった場合は、ＧＰＡ等により選考を行う。生産科学コース、環境科学コース、食品科学コ 

ースは、受入上限を設けない。 
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